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法
人
会
全
国
大
会
鳥
取
大
会
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
成
功
裏
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
百
七
十

名
も
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
、
保
険
各
社
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
年
前
か
ら
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
準
備
し
、

大
会
を
迎
え
ま
し
た
が
生
憎
の
雨
と
な
り
全
国

の
会
員
の
皆
様
に
は
移
動
時
等
に
不
自
由
を
お

か
け
し
た
こ
と
が
大
変
残
念
で
す
。
た
だ
、
式

典
や
懇
親
会
等
で
は
、
全
国
で
最
も
単
位
会
の

少
な
い
小
さ
な
県
で
す
が
他
県
の
開
催
と
比
較

し
て
も
引
け
を
取
ら
な
い
大
変
素
晴
ら
し
い
運

営
で
し
た
。
会
員
全
員
が
、「
我
々
は
で
き
る
ん

だ
」
と
、
自
信
を
持
っ
て
下
さ
い
。

　

今
回
の
大
会
は
、
法
人
会
の
組
織
の
結
束
を

高
め
、
鳥
取
県
法
人
会
が
一
つ
に
団
結
し
た
素

晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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　本年７月の人事異動により、鳥取税務署長を拝命しました田原で

ございます。鳥取税務署の勤務は初めてとなりますが、当署管内は、

全国的に有名な鳥取砂丘や浦富海岸など豊かで美しい自然に囲まれ、二十世紀梨、らっきょう、松

葉ガニや岩牡蠣といった四季折々の食材にも恵まれた地で勤務できることを大変嬉しく思っており

ます。前任の山内同様、よろしくお願い申し上げます。

　はじめに、公益社団法人鳥取法人会が中心となり、本年10月11日にとりぎん文化会館にて開催さ

れた「第35回法人会全国大会」も盛会のうちに幕を閉じ、ご尽力いただいた藤本会長をはじめ、役

員並びに会員の皆様方の強い団結力あっての大成功を心よりお喜び申し上げますとともに、平素か

ら税務行政の円滑な運営につきまして格別のご理解とご協力を賜っておりますことを、本紙上をお

借りいたしまして厚く御礼申し上げます。

　また、貴会におかれましては、青年部会を中心とした「キッズカフェ」や「租税教室」の開催、

女性部会の「税に関する絵はがきコンクール」など、皆様方の積極的な取組に対しまして感謝をす

る次第でございます。

　このように活気あふれる法人会を築かれましたのは、藤本会長をはじめとする役員の方々の卓越

したご指導のもとで、会員の皆様方と意思の疎通を図り成し得た賜物であり、皆様方のご尽力とご

熱意に対しまして改めて敬意を表する次第でございます。

　さて、最近の国税当局を取り巻く動きといたしましては、平成31年10月から実施される消費税率

の10％への引上げと軽減税率制度の導入が目前に迫ってまいりました。制度の周知につきましては、

法人会をはじめとする関係民間団体の皆様や官公庁と連携して行っているところでございます。説

明会等の開催日程及び概要につきましては、国税庁のホームページにも掲載しておりますのでご参

考にしていただければと存じます。

　私どもといたしましては、軽減税率制度の周知はもとより、「納税者の自発的な納税義務の履行

を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を果たしていくためには、貴会のお力添えが是非

とも必要であり、税務行政の良き理解者である皆様方と手を携え、より一層の連携・協調を図って

まいりたいと考えておりますので引き続きよろしくお願いします。

　最後になりましたが、貴会の益々のご発展と役員並びに会員の皆様方のご健勝と事業のご繁栄を

祈念申し上げまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

着任挨拶
　　　　鳥取税務署長

田
た

　原
はら

　郁
いく

　夫
お
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第35回 法人会全国大会
鳥取大会回顧
　去る10月11日（木）１年半に亘る長い準備期間を経て、全国から1,600名を超える会員をはじめ、
官公庁、友誼団体、協力保険会社、多数の来賓をお迎えし法人会全国大会鳥取大会が鳥取市にて開
催されました。
　大会当日は、とりぎん文化会館全館を貸し切り、梨花ホールにて記念講演会・式典、小ホールで
は県内特産品を扱った物産展、フリースペースでは鬼太郎君・コナン君の撮影会が盛大に執り行わ
れました。
　記念講演会では地元株式会社大山どり�代表取締役�島原道範氏が『大山どりの奇跡』～ 35歳、ど
ん底からの挑戦～と題し講演され、式典では鳥取県法人会連合会�藤本英興会長による開会の辞に続
き国歌斉唱、来賓紹介が行なわれ全法連小林栄三会長の主催者挨拶、藤井健志国税庁長官、平井伸
治鳥取県知事、羽場恭一鳥取市副市長からの祝辞を頂いた。
表彰状贈呈では会員増強・研修参加率向上・福利厚生制度推進部門において鳥取県法人会連合会、
佐賀県法人会連合会、沖縄県法人会連合会がそれぞれ代表し受彰された。会員増強単位会部門では
鳥取法人会が全国第1位、米子法人会が全国第2位とワンツーフィニッシュを飾りました。
　続いて、主要活動である税制改正提言の報告、直方法人会青年部会による租税教育活動の報告、
大会宣言が読み上げられた。
　最後に次年度主管県連の三重県法人会連合会　宮﨑由至会長の閉会の辞をもって
第一部・第二部を終了した。
　第三部　懇親会は会場をホテルニューオータニに移し盛大に開催されました。

～概要～

全法連小林会長による主催者挨拶

全法連利根筆頭副会長による大会宣言

直方法人会青年部会による活動報告

全法連柳田税制委員長による税制提言報告

中
小
企
業
は
雇
用
の
担
い
手
。

事
業
承
継
税
制
の
改
革
は

地
方
活
性
化
の
た
め
に
も

重
要
！

中
小
企
業
向
け
税
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措
置
を

拡
充
し
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真
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経
済
再
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の
早
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向
け
て

全
力
を
！

平成31年度　税制改正スローガン
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　地元株式会社大山どり�代表取締役�島原道範
氏が『大山どりの奇跡』～ 35歳、どん底から
の挑戦～と題し講演され、35歳で事業、従業員
等を引き継ぎ、苦しい環境下で「日本一の会社
にする」という熱い思いと共に「立ち上げ期」
での改革、「攻めの時期」での規模拡張、他社
買収による日本一へ進展、会社成長の為に行
なった数々の挑戦エピソードを紹介、『大山どり』を真のブランドとして全国に知らしめた経営手
法について語られ聴講した企業経営者らが聞き入っておられた。

～講演会～

～会場風景～
島原 道範 氏による講演会

鳥取砂丘・三仏寺投入堂・
大山の風景パネルをバックに撮影会
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～物産展～ ～会場内は空調も効かないぐらいの熱気!!
大賑わいでした。～
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　懇親会はホテルニューオータニ鳥取を全館貸し切り約900名が
映像接続を施した鶴の間、鳳凰の間、パリエールの３会場に分
かれ地元食材を使った料理、地酒を楽しみながら交流の輪を拡
げられたことと思います。
　アトラクションでは大山僧兵太鼓保存会による太鼓演奏・風
華による華麗な因幡しゃんしゃん傘踊りを披露し地元民芸を観
賞して頂きました。

　物産展は雨天も想定し小ホールを活用、回遊型ブース配置し
県内観光名産品取扱業者28社が出展、試食あり試飲あり、大勢
の来場者で賑わいました。各ブースの売上高はさて置き、販売
担当者のおもてなし、笑顔で鳥取県のＰＲがしっかり出来たこ
とと思います。感謝・感謝です。

鳥取大会を終えて
　　　本格準備期間1年半を経て、無事大会を終えることが出来ました。
　　　山中大会実行委員長、木村副委員長、福井副委員長のリーダーシップと各ＰＴ委員長・　スタッ
　　　フ皆さんの責任感、行動力、各単位会事務局員には感謝の言葉しかありません。
　　　混雑会場での案内、荷物預かり、雨天での交通誘導、笑顔でのお出迎えなどなど、お疲れ様
　　　でした。
　　　全法連からも皆さんのご苦労に労いの言葉を頂きました。
　　　大会前日、当日はのべ200名を超えるスタッフの皆様に支えていただき、来場者へのおもてな
　　　しをして頂きました。来鳥された方々に怪我や体調を崩された方もなかったことが何よりの
　　　幸いでした。　本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県連事務局

～懇親会～ 地酒・県食材を活かした料理を
堪能いただきました。

青砥 県連副会長による開会挨拶 松浦広島国税局長による乾杯
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～ 会員増強に対しての感謝状 ～
（会員獲得５社以上の方々）

～ 福利厚生制度に対しての感謝状 ～

大同生命保険㈱ 様

大同生命保険㈱ 

山中 英雄 様
（㈱情報サービス鳥取）

小谷 泰志 様
（㈲小谷工芸）

藤原 建二 様

鳥取信用金庫 様

花原 秀明 様
（三洋製紙㈱）

梨原 　奨 様
（㈱よみうり企画）

岩見 聖子 様

辰己 泰彦 様
 （㈱ドゥーベスト保険事務所）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

AIG損害保険㈱  様

AIG損害保険㈱ 代理店

平成30年度　表彰の皆様

団体表彰　3社

個人表彰　5名

8
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～「租税教室」講師に感謝状～

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

出口 敦教 様
　(㈲プラスペリティ )  

田島 大介 様
（㈱タシマボーリング） 

渡邊 昌子 様
（㈱Abe-Rise）

清水 昭生 様
（㈱清水）

南口 明彦 様
（㈲南口石創）

中井 史生 様
（㈲アドセンターパル）

加藤 　寛 様
 （㈱太陽） 

諸吉　 稔 様
（㈱ティエスピー）

松村 将史 様
（千谷茗風園）

尾崎 大祐 様
（アフラック募集代理店）

小谷 直大 様
（㈲亀甲や）

山根 　望 様
（㈱鳥取建材） 
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開会挨拶
藤本 英興　会長

来賓祝辞
山内弘昭　鳥取税務署長

会員増強受賞
花原秀明　理事

東京大学薬学部教授　池谷 裕二氏

第７回　定時総会・記念講演会開催
平成30年５月25日（金）とりぎん文化会館 第１会議室

　第７回定時総会を５月25日（金）とりぎん文化会館にてご来賓９名・
会員85名�出席のもと開催しました。　
　藤本会長の開会挨拶の後、事務局長より会員数、出席者数、委任状数
を発表し本総会成立定足数を満たしている旨報告を行なった。つづいて
来賓の方々からの祝辞を繰り上げ鳥取県知事代理　安井啓介�様、鳥取市
長�代理�高橋義幸�様、鳥取税務署長�山内弘昭�様よりご祝辞を頂いた後、
議案審議に入りました。��
　藤本会長が議長を務め、議事録署名人として竹内茂喜理事、西川八重
子理事２名を議場に諮り承認された。平成29年度決算承認議案、役員変
更承認議案が満場一致で承認されました。つづいて平成29年度事業報告
および平成30年度事業計画と収支予算については、理事会承認事項であ
り本総会においては報告事項として事務局長が説明を行なった。　　　

　続いて会員増強功労企業�３社、個人５名、福利厚生制度の成績優秀法
人１社�推進員２名・租税教室講師13名に感謝状及び記念品の贈呈があり、
総会は滞りなく終了致しました。

　
　第二部の記念講演会は、東京大学薬学部教授
　池谷�裕二氏を講師にお招きし、「人工知能の
もたらす未来」��～「人らしさ」とは何か～と
題し、将来的なＡＩと人間との関わり方や脳の
錯覚クイズなど興味深い内容の講演をいただき
ました。
　本講演会は公益事業として新聞・チラシ・
HPにより一般の方へも呼びかけ、105名（内一
般17名）の来場者となりました。　　　　　　
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各種研修・セミナー開催
各支部事業報告会・税制研修会・講演会を開催

【 新設法人税務説明会 】

【法人税務説明会 】

【年末調整説明会 】

　持前の軽妙かつ辛口なトークは

6年経っても健在!!

　90分間に亘り自論を展開、

聴講された皆さんも聞き入って

おられました。

演 題　国の国際戦略と今後の日中関係講 師

　　　 石　平（せきへい）氏

　　　（評論家 ）

新設法人説明会を 年2回開催

決算期別説明会を 年5回開催

毎年11月 開催

石 平 氏6年ぶりに法人会講演会に登場 !!

講 師

【 市内7支部合同講演会 】

12

講演小見出し(抜粋)

★周近平政権の国際戦略と米中対立の行方
　・終身独裁体制の確立と問題点
　・トランプ政権の対中政策の変化と米中
　　間駆け引き
　・新型大国関係とアジア新安全観の思惑
★日中関係の今後と日本の安全保障
　・尖閣海域での角逐の長期化
　・関係改善に乗り出したことの狙い
　・戦略的対立関係が日中関係の基調に

30.7.9　ホテルモナーク鳥取にて



34名が宇治⇒丸久小山園⇒近江神社⇒甲賀忍術屋敷⇒
信楽焼き⇒延暦寺の行程で視察してきました。
二日間パラパラ雨もありましたが、不思議と外では雨
にも合わず皆さんの日頃の行いに感謝感謝??。
改装工事の中ではありましたが、荘厳な延暦寺での
参拝、歴史探究では心が洗われました。筆者だけ?

～ 場所が場所だけに写真はご容赦下さい。 ～

京都宇治丸久小山園では厳格な温度管理によるお茶の
製造工程を見学、続いて信楽窯元見学、狸絵付け体験、
～ 金運 ・ 仕事 ・ 健康 ・ 恋愛 ・ 勝負運、 それぞれ違う色

を選び図工の時間を満喫しました。

出来映えは？？自己評価にお任せします。 ～

国内唯一現存の甲賀流（こうが×　こうか〇）忍術屋敷では
落とし穴・隠し梯子、扉など興味津々楽しく見学できました。
～ 前評判はイマイチ ・ ・ 見学後は高評価でした。 ～

会員交流懇親会では『咲藏』にて近江牛を堪能、２日間
厳粛さあり、笑いありの視察で、初参加の会員様、久し
ぶりの会員様それぞれ満喫していただけたようです。
来年の視察研修企画は未定ですが、研修会、講演会
だけでなく、皆様に少しでも入会メリットを実感して
いただけるよう研修委員会で企画して参り
ます。
　乞うご期待ください・・・！！

　　　◆旅日記　事務局◆

 

平等院鳳凰堂にて全員集合

恒例の視察研修旅行
今年度の視察研修は  僧・最澄がお開きになった

比叡山延暦寺と 信楽焼きの里 ，etc．滋賀県方面でした。

9月7日（金）～8日（土）

丸久小山園にて工場見学中

築100年超古民家を

イノベーション　近江牛

『咲藏』にて料理堪能
信楽の里にて、たくさんの

お狸さんの歓迎を受け

全員集合!!

13

事業活動
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科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,253 △ 3
　特定資産運用益 81 60 21
　受取会費 9,862,700 9,983,600 △ 120,900
　事業収益 1,954,000 3,030,200 △ 1,076,200
　受取補助金 8,813,600 8,435,500 378,100
　受取負担金 705,000 690,000 15,000
　雑収益 431,417 499,867 △ 68,450
　経常収益計（A） 21,768,048 22,640,480 △ 872,432

（２）経常費用 0
　事業費 18,993,445 18,823,220 170,225
　管理費 2,095,782 2,382,387 △ 286,605
　経常費用計（B） 21,089,227 21,205,607 △ 116,380
　当期経常増減額（A－B） 678,821 1,434,873 △ 756,052
経常外費用　 △ 229,500 0 △ 229,500
当期一般正味財産増減額 449,321 1,434,873 △ 756,052
一般正味財産期首残高 13,326,480 11,891,607 1,434,873
一般正味財産期末残高 13,775,801 13,326,480 449,321

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 1,250 0
　特定資産運用益 60 0 60
　受取会費 10,480,000 10,220,000 260,000
　事業収益 3,420,000 2,360,000 1,060,000
　受取補助金 7,870,900 8,719,600 △ 848,700
　受取負担金 664,000 693,000 △ 29,000
　雑収益 1,060,100 500,500 559,600
　経常収益計（A） 23,496,310 22,494,350 1,001,960

（２）経常費用 0
　事業費 21,600,550 20,738,600 861,950
　管理費 2,283,950 2,491,000 △ 207,050
　経常費用計（B） 23,884,500 23,229,600 654,900
　当期経常増減額（A－B） △ 388,190 △ 735,250 347,060
当期一般正味財産増減額 △ 388,190 △ 735,250 347,060
一般正味財産期首残高 13,775,801 13,326,480 449,321
一般正味財産期末残高 13,387,611 12,591,230 796,381

 平成29年度 　正味財産増減計算書（損益計算ベース）
（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）

（単位：円）

平成30年度　収支予算書 （損益計算ベース）
平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（単位：円）
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平成30年度　事業計画
平成30年４月１日から平成31年３月31日

Ⅰ.　事業計画の基本方針
平成24年４月１日、公益社団法人へ移行以来、以前の社団法人に比べ主務官庁による行政
監査の定期的な実施など公益性、コンプライアンス・ガバナンスの徹底に向けた体制強化に
加え、諸規程の整備が求められています。　　　
本来の設立趣旨である、よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援す
ることはもとより、公益法人 として非会員、一般市民への広報・支援活動も積極的に取組
んで行きます。

　１．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与する。

　２．税ならびに会社経営に関する研修会及び従業員向け研修実施により会社の質を高める。　
　３．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し健全な企業経営を進め、企業の繁栄を図る。　　　
　　　また、地域の一員として法人会のスケールメリットを活用した地域に密着した活動を進め、
　　　社会の健全な発展に貢献する。
Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　   （１）税務研修相談事業
　　　　　　◇  年５回の決算期別法人税務説明会開催　　　　　　　　
　　　　　　◇　年２回の新設法人税務説明会開催
　　　　　　◇　軽減税率制度説明会開催
　　　　　　◇　年２回の会報発行・ＨＰ・フェイスブック等による税および活動の広報
　　　　　　◇　税制等の冊子配布・その他税務関連研修会の開催
　　　　　　◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援
　　   （２) 租税教育事業
　　　　　　◇　小・中学校対象の租税教室への講師派遣（青年部会・親会）
　　　　　　◇　第11回「キッズカフェ」の決算状況を題材とした租税教育（青年部会）
　　　　　　◇　第 9回「税に関する絵はがきコンクール」実施・カレンダー作成（女性部会）
　　　（３）税制提言事業
　　　　　　◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
　　　　　　◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係当局に提言
　　　　　　◇　全国大会・税制改正要望大会への参加 ～ 10月11日(木)鳥取大会（鳥取市）
　　　（４）広報事業
　　　　　　◇　ＨＰの充実　～　情報開示・講演会・研修会他イベント紹介による広報促進
　　　　　　◇　会報年２回発行・県連会報年1回・全法連情報誌「ほうじん」年４回配布
　　　　　　◇　「税を考える週間」（ 11 ／ 11 ～ 11 ／ 17迄 ）の事業実施
　　　　　　◇　イベント参加による税金クイズ・税広報の実施
　　　　　　◇　フェイスブックによる広報チャネルの拡大　
   　　（５)社会貢献事業
　　　　　　◇　第11回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
　　　　　　◇  献血ボランティアの実施（女性部会）
　　　　　　◇  支部活動における「花の苗」寄贈、グラウンドゴルフ大会共催　　
　　　　　　◇  古タオルの回収・寄贈（女性部会）
　　　　　　◇　県連受託事業（とっとり出会いサポート事業）への協力と協調
   　　（６)経営支援事業
　　　　　　◇　講演会・セミナーの実施および参考冊子の無料配布　　　
　　　　　　　　（ 親会：2回　女性部会：3回　青年部会：3回　支部：6回 ）
　　　　　　◇  新入社員研修会 ４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会との共催）
　　　　　　◇　入社3年以内対象の実践社員研修会(5月・10月)
　　　　　　◇　レベルアップ研修会（電話・接客マナー・ＰＣ等研修）
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日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
弊
社
の
法
人
会
福

利
厚
生
制
度
「
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
」
の
普
及
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
1
月
1
日
Ａ
Ｉ
Ｕ
は
富
士
火
災
と
統
合

を
果
た
し
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
と
し
て
十
ヶ

月
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
に
お
き
ま
し
て
は
Ａ
Ｉ
Ｕ
鳥
取
支
店

が
富
士
火
災
鳥
取
支
店
と
拠
点
が
統
合
し
、
富

士
火
災
の
米
子
支
店
が
あ
ら
た
に
Ａ
Ｉ
Ｇ
新
拠

点
と
し
て
加
わ
り
、
２
つ
の
支
店
で
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
拠
点
の
広
が
り
に
伴
い
、
元
富
士
火
災

の
代
理
店
の
皆
さ
ま
、
元
富
士
火
災
の
営
業
社

員
が
新
た
に
募
集
者
に
加
わ
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス

ガ
ー
ド
」
の
さ
ら
な
る
推
進
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ケ
ア
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
新
た
な
保
険
の
あ
り
方

を
提
唱
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
さ
か
の
時
の
補
償
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
「
ま

さ
か
」
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
「
先

進
的
な
リ
ス
ク
予
防
」、
様
々
な
事
業
リ
ス
ク
か

ら
会
員
企
業
の
皆
様
を
お
守
り
し
、
事
業
の
発

展
を
支
え
る
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
広

AIG損害保険株式会社　鳥取支店

支店長　福岡　大輔

新たに加わったAIG損害保険株式会社

鳥取支店の推進員

前列左より西村・橋本　　　後列左より田中・上杉　

＜引受保険会社＞
ＡＩＧ損害保険株式会社　鳥取支店　
〒680-0846　鳥取県鳥取市扇町７
鳥取フコク生命駅前ビル2階　
TEL　0857-20-0081　FAX　0857-20-0085

く
展
開
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

お
近
く
に
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
の
推
進
員
が

お
伺
い
す
る
際
に
は
、
温
か
い
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
企

業
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
経

営
者
・
社
員
・
ご
家
族
様
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「
石
垣
が
教
え
て
く
れ
る
」

　
　
　
仕
事
の
意
味
と
役
割

◆
単
調
な
仕
事
、
職
場
で
は
必

要
な
い
存
在
で
す
、
と
訴
え
た

Ａ
さ
ん

　

機
械
部
品
製
造
の
工
場
に
勤
務
し
て
３

年
。
20
代
前
半
の
男
性
Ａ
さ
ん
は
、
半
年

の
研
修
を
経
て
工
程
管
理
部
門
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。製
造
現
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
場
に
と
っ
て
大
事
な
部
署
で
す
が
、
現

場
経
験
の
な
い
Ａ
さ
ん
に
は
戸
惑
う
こ
と

の
多
い
毎
日
で
し
た
。
生
産
目
標
達
成
の

た
め
に
各
部
門
の
機
械
は
ち
ゃ
ん
と
作
動

し
て
い
る
か
、
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
、
な

ど
の
報
告
を
受
け
、
事
故
防
止
策
を
講
じ

る
の
が
こ
の
部
署
の
役
目
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
事
務
室
と
製
造
現
場
を
何
度

も
往
復
し
て
書
類
の
手
渡
し
、
時
に
は
上

司
か
ら
の
指
示
を
口
頭
で
伝
達
す
る
こ
と

が
仕
事
で
し
た
。現
場
の
先
輩
か
ら
は「
楽

だ
な
。
そ
れ
で
給
料
を
も
ら
え
る
ん
だ
か

ら
」
と
嫌
味
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
こ

と
の
繰
り
返
し
が
、
１
年
、
２
年
と
続
く

と
さ
す
が
に
意
欲
も
萎
え
て
き
て
、
も
う

こ
こ
で
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い

は
じ
め
ま
し
た
。
考
え
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

な
る
と
、眠
れ
な
い
毎
日
に
も
な
り
ま
す
。

休
日
は
全
国
あ
ち
こ
ち
の
お
城
見
物
が
趣

味
で
し
た
が
、
そ
の
楽
し
み
に
も
気
分
が

乗
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

◆
話
の
き
っ
か
け
は
相
手
か
ら

─
そ
こ
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
も

大
切

　

う
つ
む
き
な
が
ら
仕
事
へ
の
不
満
を
ポ

ツ
リ
ポ
ツ
リ
語
る
Ａ
さ
ん
。
じ
っ
く
り
話

を
聴
き
、
前
向
き
に
な
る
き
っ
か
け
は
な

い
か
、
あ
れ
こ
れ
考
え
ま
し
た
。
お
城
見

物
が
好
き
、
と
い
う
言
葉
か
ら
ふ
と
思
い

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
石
垣

で
す
。「
お
城
か
、
み
ん
な
好
き
だ
よ
ね
。

お
城
の
石
垣
を
見
て
ご
ら
ん
。大
き
な
石
、

小
さ
な
石
、
様
々
な
石
で
石
垣
が
で
き
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る
ん
だ
。
最

近
行
っ
た
の
は
ど
こ
か
な
」
と
質
問
し
ま

し
た
。
即
座
に
「
は
い
、
熊
本
城
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
の
で
す
。
話

の
き
っ
か
け
を
相
手
が
提
供
し
て
く
れ
た

ケ
ー
ス
で
し
た
。

　

熊
本
？
と
聞
き
出
そ
う
と
す
る
と
、
間

を
置
か
な
い
で
「
え
え
、
地
震
で
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
な
っ
た
熊
本
城
で
す
。
復
興
が

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
、
ど
う
し
て
も

見
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
。
話
し
方

が
弾
ん
で
い
た
の
で
ま
ず
は
一
安
心
。
い

つ
の
ま
に
か
仕
事
か
ら
離
れ
て
城
談
義
に

な
り
ま
し
た
。

　

弘
前
城
、
松
本
城
、
金
沢
城
、
彦
根
城
、

姫
路
城
、
松
江
城
な
ど
い
く
つ
も
の
城
の

名
前
が
出
て
、
桜
、
紅
葉
、
冬
な
ど
の
季

節
に
あ
っ
た
城
は
ど
こ
か
ま
で
、
話
が
広

が
り
ま
し
た
。

◆
意
味
の
な
い
仕
事
は
な
い
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

　

こ
の
石
垣
の
話
は
、
以
前
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
仲
間
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
石
垣
の
石
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
る

よ
う
に
、
人
間
の
組
織
も
同
じ
。
一
人
ひ

と
り
の
持
ち
味
を
活
か
す
こ
と
が
肝
心
。

こ
れ
が〝
石
垣
理
論
〟」と
い
う
内
容
で
す
。

そ
し
て
、
外
国
の
城
と
比
べ
て
日
本
の
城

の
違
い
に
つ
い
て
も
話
が
進
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
Ａ
さ
ん
が
積
極
的
で
し
た
。「
実

際
に
は
見
て
い
な
い
の
で
す
が
、
外
国
の

城
の
石
積
み
は
幾
何
学
的
な
感
じ
が
し
ま

す
。
工
業
高
校
を
出
て
い
る
の
で
何
と
な

く
分
か
り
ま
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
同
じ
で

し
ょ
う
か
」
と
や
や
専
門
的
に
な
っ
た
。

　

そ
の
話
を
受
け
継
い
で
「
い
い
と
こ
ろ

に
気
が
つ
い
た
ね
。
日
本
の
石
垣
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
石
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
基
礎
の
大
き
な
石
を
し
っ
か
り
組

む
こ
と
が
大
切
。
石
垣
が
崩
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
一
番
大
切
な
も
の
が
裏
込

石
と
呼
ば
れ
て
い
る
石
な
ん
だ
。
石
垣
の

裏
側
に
積
み
込
ま
れ
る
小
石
の
こ
と
。
こ

れ
が
不
十
分
だ
と
大
雨
で
崩
壊
す
る
こ
と

も
あ
る
」
と
説
明
し
、「
こ
の
話
を
職
場

に
当
て
は
め
て
み
よ
う
。
裏
込
石
に
あ
た

る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
。
目
立
た
な

い
け
れ
ど
も
し
っ
か
り
役
割
を
果
た
し
て

い
る
人
が
必
要
だ
。
仕
事
に
は
す
べ
て
意

味
が
あ
る
。
そ
こ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」

と
語
っ
た
時
、
Ａ
さ
ん
は
小
さ
く
う
な
ず

き
ま
し
た
。
ど
の
職
場
も
、
裏
込
石
に
あ

た
る
メ
ン
バ
ー
を
大
切
に
す
る
組
織
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
強
く
思
い
ま
す
。　

柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）　1941

年

生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、

現
在
Ｅ
Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、家
族
相
談
士
、交
流
分
析
士
。

Pr
of

ile

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　

柏
木
勇
一

寄　稿
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　平成30年6月6日（水）青年部会（72名）総会が鳥取ワシントンホテルで開催されました。
　鳥取税務署山田�達也�副署長、臼井�進�法人課税第一部門統括官、協力保険3社の支社長、所長、
藤本英興親会会長を来賓としてお招きし、出口敦教部会長が、基本理念『�飛躍�』会員増強による
組織強化の必要性、親会鳥取大会開催に向けた青年部会の支援、根幹事業のキッズカフェ今年度運
営方法の検討および今後の展開策についての内容を盛り込み開会挨拶を行なった。続いて卒業生1
名、新入会員13名の紹介を行なった。
　引き続き清水昭生副部会長より29年度事業報告、収支決算、30年度事業計画について報告を行なっ
た。最後に鳥取税務署山田達也副署長よりご祝辞を頂き閉会となった。

　第二部では、『 お嬢サバキッズカフェの事業報告 』
としてJR西日本　吉村�忠男様、報道協力いただいた日本海
ケーブルネットワーク　森田�拓也�様　河崎�誠�様　岩美西
小学校担当教諭を紹介し田島大介社会貢献委員長進行により
事業ＤＶＤの視聴・児童たちの取組姿勢の変化など意見交換
も交え事業報告を行なった。

第11回キッズカフェは鳥取市立南中学校家庭科部の生徒を中心に新たな企画を

計画１月開催を予定しています。是非ご協力ください。

第36回　青年部会　総会

★キッズカフェ ニュース
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青年部会の広場

『とっとり版“ＤＡＳＨ村シーズン６”』
●7月29日（日）　鳥取市布勢　　TREES　COFFEE　COMPANY

台風による開催が危ぶまれる中、出口部会長が

決行を決断。台風一過の酷暑のなか、恒例の

家族BBQを開催、今回も、子供たちに水遊びや

ピザ作りを体験してもらおうと企画 ! 

大人26名・子供たち20名が参加。

振り返れば１年はあっという間ですが、

やんちゃ坊主 ・ お姫さまたちの成長ぶりに

はビックリ !!
新入会員ファミリーも参加し、食・遊・談を

満喫され家族間の懇親も深まったようです。

来年の企画にも乞うご期待ください。

≪会員委員会主催≫ 幼児連れの家族は台風の影

響もあり室内で料理を楽し

みながら歓談中・・・。

旦那の評価を採点中?

旦那たちは、

能天気にお酒を飲みながら

情報交換?

【青年部会の　主な活動】
◇ キッズカフェ　◇ 小学校6年生対象租税教室講師派遣　 ◇ 視察研修  ◇ 研修会　◇ 講演会
◇ Xmas家族会・BBQ ・お花見

若手経営者の皆さん　一緒に勉強・交流・社会貢献活動・家族サービス？

しませんか。入会お待ちしてま～す。� 青年部会長　出口　敦教

� 会員委員長　南口　明彦

主催講演会

元 日本テレビ敏腕プロデューサー　菅　 賢治 氏による講演会を30.3.21開催

演題『ものを創るということ』
　　　とりぎん文化会館　小ホール　310名
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「税務署長を囲む会」開催

税務署長を囲む会の様子

第
20
回
女
性
部
会
総
会
開
催

平成30年

9月18日
（火）

平成30年

5月29日
（火）

20

女性部会のページ

　

第
20
回
女
性
部
会
総
会
が
ホ
テ
ル
モ

ナ
ー
ク
鳥
取
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
税
務
署
よ
り
副
署
長
山
田
達
也

様
、
臼
井
進
様
を
来
賓
に
迎
え
、
平
成

29
年
度
事
業
報
告
、
活
動
費
内
訳
、
平

成
30
年
度
事
業
計
画
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
二
部
の
講
演
会
で
は
鳥
取
銀
行
健

康
保
険
組
合
事
務
長
の
岩
本
桂
子
氏
を

お
招
き
し
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
自
殺
者
数
は

年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
企
業
内
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
そ
の
役
割
と
責

任
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
の
症
例
と
そ

の
取
り
組
み
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
１
時
間
で
は
時
間
が
足
り
ず
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
会
員
の
皆
様
か
ら
質

問
攻
め
に
あ
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　今年７月に着任された田原郁夫鳥取
税務署長、白髪健二副署長、村田博文
法人課税第一部門統括官２年目の岡崎
智子広報官を招き、女性部会・青年部会合同で「税務
署長を囲む会」を開催しました。
　租税教室、絵はがきコンクールについての意見交換、
これから始まる軽減税率の講習など法人会事業に役立
つ会議となりました。

西川八重子部会長の挨拶

藤本会長の挨拶

講師の鳥取銀行健康保険組合　岩本桂子氏



　
「
輝
こ
う
！
名
峰
富
士
の
も
と
～
今
を
創
る
女
性
の
力

～
」
を
大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
第
13
回
法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨
大
会
」
が
山
梨
県
甲
府
市

の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

１
６
０
０
名
の
女
性
部
会
員
が
集
結
し
華
や
か
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
記
念
講
演
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
協
会
会
長
、
現
在
も
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
国

井
雅
比
古
氏
が
「
小
さ
な
旅
と
私

～
人
と
の
出
会
い
と
発
見
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
大
会
式
典
は
税
務
当

局
、
関
係
団
体
等
か
ら
多
数
の
来

賓
が
出
席
。
開
会
の
前
に
ス
ク
リ
ー

ン
で
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
紹
介
が
あ
り
、

続
い
て
山
梨
県
連
女
連
協
の
神
宮

司
昭
子
会
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
、

主
催
者
で
あ
る
全
法
連
女
連
協
の

若
松
恵
美
子
会
長
、
全
法
連
の
小

林
栄
三
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

鳥取法人会の参加者
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　7月１２日（木）、恒例の夏の夜間例会を青年部会会員の木下陽平
さんのお店「ペペネーロ・イタリア館」で開きました。
　今回の会員卓話は副部会長の川口眞佐子さんにお願いしました。
川口さんが所属しておられるITCでのスピーチの様子を教えていた
だきました。高校時代の楽しかったお話でとても盛り上がりました。
たくさんの人の前でスピーチされるなんて改めてすごいなあとみな
さんが尊敬の眼差しでした。　地元食材を使ったお料理もとっても
美味しかったです。　　　　

平成30年

4月12日
（木）

７月定例会

卓話は川口副部会長

第13回

全法連女連協　若松恵美子会長　挨拶

法人会全国女性フォーラム
山梨大会開催

「輝こう！名峰富士のもと～今を創る女性の力～」



　

他
国
よ
り
も
は
る
か
に
〝
人
間
力
〟
重

視
の
日
本
も
、
将
棋
も
囲
碁
も
Ａ
Ｉ
と
の

負
け
が
続
く
昨
今
で
は
、
や
は
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
は
勝
て
な
い
の
か
と
、
だ
ん

だ
ん
弱
気
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
先
日
の
勝
負
で
は
、
藤
井

七
段
が
Ａ
Ｉ
に
勝
ち
ま
し
た
。
こ
う
な
る

と
俄
然
元
気
に
な
っ
て
く
る
の
も
ま
た
人

間
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
人
間
も
、
ま
だ
ま
だ

Ａ
Ｉ
に
勝
負
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
を
日
常
の
仕
事
の
中
で

実
感
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
駅
の
自
動
改
札
。
現
在
、
大
き
な

駅
で
はSU

ICA

やPA
SM

O

な
ど
を
利
用

で
き
る
自
動
改
札
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
動
改
札
に
な
っ
た
ら
無
人

化
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
他
地

域
か
ら
の
往
来
の
激
し
い
東
京
や
大
阪
な

ど
の
改
札
で
は
、
改
札
に
改
札
案
内
者
が

立
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
う
い
う
仕
事

が
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｔ
の
生
産
性
を
上
げ
る
に
は

欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

　

詳
し
く
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
駅
の
仕

事
に
は
、
運
賃
精
算
に
加
え
て
、
乗
り
場

や
乗
り
換
え
の
確
認
、所
要
時
間
の
確
認
、

乗
客
の
安
全
、
車
両
と
の
連
携
等
々
、
実

に
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
、
そ
の
中
で

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｔ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
は

「
正
し
い
切
符
で
入
場
し
て
い
る
か
」「
正

し
い
運
賃
で
出
場
し
て
い
る
か
」
の
判
断

と
、「
運
賃
精
算
」
の
仕
事
だ
け
。
そ
の

他
は
、
ま
だ
ま
だ
人
の
側
に
残
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
人

と
の
関
わ
り
が
外
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　

運
賃
は
規
則
で
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
他
の
こ
と
は
全
て
乗
客
側
と
の
や
り
と

り
で
決
ま
る
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
て
も
、
的
確
な
検
索
ワ
ー
ド
が
思
い

つ
か
な
い
と
期
待
し
た
情
報
に
は
た
ど
り

着
け
な
い
の
と
同
じ
で
、
自
分
の
行
動
に

迷
い
が
あ
る
と
き
に
は
、
誰
に
何
を
尋
ね

た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

し
ま
う
の
が
、
人
な
の
で
す
。

　

折
角
の
自
動
改
札
機
。
自
動
改
札
機
の

目
的
は
、
大
量
の
切
符
の
正
し
さ
を
処
理

す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
改
札
付
近
で
ウ
ロ

ウ
ロ
す
る
人
が
溢
れ
た
ら
機
械
の
能
力
も

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
大
き
な
駅
で
は
機
械
の
能
力

発
揮
と
人
の
利
便
の
調
整
役
と
し
て
、
改

札
案
内
者
の
登
場
と
な
る
の
で
す
。
と
こ

ろ
で
こ
の
案
内
者
、
そ
れ
な
り
の
し
っ
か

り
し
た
知
識
が
無
い
と
や
は
り
多
く
の
人

を
さ
ば
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
に
は
や

は
り
改
札
業
務
で
培
っ
た
経
験
は
強
み
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｔ
が
登
場
す
る

と
、
担
当
業
務
の
主
軸
が
変
わ
っ
た
り
、

い
く
つ
も
の
調
整
業
務
を
ま
と
め
て
担
う

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
そ
の
業
務
で
培
っ
た
経
験
は
十
分
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

現
実
の
社
会
は
、
当
然
な
が
ら
〝
人
間

が
主
体
〟
で
す
。
特
に
、
安
全
・
安
心
に

関
心
の
強
い
日
本
社
会
で
は
、
そ
の
傾
向

が
強
い
と
い
う
も
の
。
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｔ
が
登

場
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
能
力
向
上
と
共
に

人
間
の
仕
事
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
あ
る
種
の
脅
し
に
し
か
過
ぎ
ま
せ

ん
。
機
械
の
能
力
発
揮
に
は
、
人
の
利
便

の
調
整
役
は
ま
す
ま
す
不
可
欠
に
な
る
の

で
す
。

　

そ
う
い
う
場
面
で
も
存
分
に
力
を
発
揮

す
る
に
は
、
相
手
の
不
便
さ
に
常
に
心
を

寄
せ
る
こ
と
。
相
手
の
心
の
揺
れ
や
迷
い

を
足
が
か
り
に
、
相
手
の
必
要
性
と
満
足

か
ら
〝
仮
説
を
立
て
る
勘
〟
を
鍛
え
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

玄
間
千
映
子
（
げ
ん
ま
・
ち
え
こ
）　 

㈱
ア
ル
テ
ィ

ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
。
國
學
院
大
学
卒
。

米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学
大
学
院
卒
後
、
米
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
修
了
。
財

団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会(

現
日
本
財
団)

役

員
、
国
会
議
員
各
秘
書
を
経
て
１
９
９
４
年
に

前
身
の(

有)

ア
ル
テ
ィ
ス
タ
を
設
立
し
代
表
に
。

２
０
０
６
年
現
社
名
に
改
組
。
日
本
経
済
大
学
大

学
院
非
常
勤
講
師
、（
一
社
）
水
底
質
浄
化
技
術

協
会
監
事
な
ど
を
兼
任
。
著
書
に
「
ジ
ョ
ブ・デ
ィ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
一
問
一
答
」「
リ
ス
ト
ラ
無
用
の

会
社
革
命
」
な
ど
。

Pr
of

ile

（
株
）
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
　
　

玄
間
千
映
子

寄　稿

直「
勘
」力
を
鍛
え
よ
う
！
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高
齢
者
の
立
場
で
見
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」と  

　
　
　
　
　
「
働
き
方
改
革
」

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
が
到
来
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
順
調
な
ら
ば
、
自
分
も

１
０
０
歳
ま
で
人
生
を
謳
歌
す
る
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
、
と
勝
手
に
考
え
て
し
ま

う
。
ま
ず
は
最
後
の
日
ま
で
健
康
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
く
考
え
だ

が
、
そ
の
過
程
に
あ
る
不
安
が
ぬ
ぐ
い
切

れ
な
い
。

　

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
を
持
た
な
い
の

で
、
何
を
し
て
長
い
余
生
を
過
ご
せ
ば
い

い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
人
の
役
に
立
つ

こ
と
で
知
力
、
体
力
を
使
え
れ
ば
い
い
の

だ
が
、
そ
れ
が
何
か
答
え
が
見
つ
か
ら
な

い
。
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
や
り
が
い

を
持
ち
、
張
り
の
あ
る
日
々
を
送
る
こ
と

が
必
要
だ
。
そ
れ
で
し
か
心
身
の
健
康
が

保
て
な
い
と
思
う
。
ま
だ
猶
予
期
間
は
あ

る
は
ず
だ
か
ら
、
焦
ら
ず
に
探
し
て
い
く

し
か
道
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

こ
の
個
人
的
課
題
を
解
消
す
る
た
め
人

生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
先
輩
た
ち
と
積
極

的
に
会
う
こ
と
に
し
た
。
懐
か
し
い
顔
を

見
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
は
良
い

が
、
自
分
の
余
生
の
参
考
に
な
れ
ば
と
の

思
い
は
か
な
わ
ず
、
む
し
ろ
混
迷
を
深
め

る
ば
か
り
と
な
っ
た
。

　

肉
体
を
鍛
え
る
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
す

人
、
囲
碁
と
ゴ
ル
フ
、
さ
ら
に
釣
り
を
日

替
わ
り
で
楽
し
む
人
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
間

違
え
そ
う
な
ほ
ど
愛
犬
を
増
や
す
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
る
人
、
起
業
し
た
息
子

の
会
社
を
支
え
る
使
命
に
燃
え
る
人
な

ど
、
自
分
に
は
で
き
な
い
取
り
組
み
ば
か

り
。

　

現
時
点
で
の
結
論
は
、
人
の
生
き
方
を

真
似
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に
合
っ
た
目

的
を
、忙
し
く
探
す
日
々
を
送
れ
ば
い
い
、

と
開
き
直
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
と
に
か

く
〝
青
い
鳥
〟
を
求
め
情
報
を
収
集
し
外

に
出
る
こ
と
。
生
産
性
は
無
視
し
〝
忙
中

閑
あ
り
〟
と
豪
語
す
る
日
々
に
目
標
を
再

設
定
す
る
。
こ
う
思
う
と
焦
る
気
持
ち
が

不
思
議
に
落
ち
着
く
。

◆
や
り
が
い
無
視
の
高
齢
者
活

用
に
疑
問

　

高
齢
者
の
生
き
方
は
、
高
齢
者
に
な
っ

て
か
ら
考
え
る
の
で
は
遅
い
。
働
き
盛
り

の
時
期
は
目
の
前
の
仕
事
に
没
頭
し
て
い

る
の
で
余
裕
が
な
い
か
ら
、
や
は
り
定
年

が
近
づ
い
て
か
ら
考
え
る
の
が
一
般
的
だ

ろ
う
。
何
も
考
え
ず
に
歳
を
重
ね
る
の
だ

け
は
避
け
る
べ
き
。

　

生
活
に
充
実
感
を
も
た
ら
す
よ
う
な
働

け
る
場
は
、
一
般
的
な
高
齢
者
に
と
っ
て

極
め
て
限
定
的
だ
。
政
府
は
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
」
を
企
業
に
呼
び
か
け
、
高

齢
者
を
含
め
女
性
、
障
害
者
、
外
国
人
な

ど
多
様
な
人
材
活
用
が
日
本
経
済
を
再
生

す
る
と
し
て
い
る
。
確
か
に
女
性
、
障
害

者
、
外
国
人
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
と
か

く
閉
鎖
性
が
指
摘
さ
れ
る
日
本
社
会
が
活

性
化
す
る
効
果
は
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
問
題
は
高
齢
者
の
扱
い
だ
。

　

労
働
人
口
の
減
少
と
年
金
支
給
を
補
う

こ
と
が
主
目
的
だ
と
す
れ
ば
、
何
と
も
や

り
き
れ
な
さ
が
残
っ
て
し
ま
う
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
へ
の
取
り
組
み
は
大
賛

成
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
労
働
人
口
の
減

少
に
は
対
応
で
き
な
い
。
だ
か
ら
「
働
き

方
改
革
」
を
通
し
、
労
働
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
流
れ
に
な
る
と
理
解
す
る
。

　

働
く
こ
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
手
を

つ
け
よ
う
と
す
る
施
策
は
賛
成
だ
が
、
働

く
こ
と
だ
け
が
人
生
で
は
な
い
と
い
う
取

り
組
み
も
追
加
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
や

り
が
い
、
生
き
が
い
を
働
く
こ
と
の
前
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
定
着
す
れ
ば
、
私

の
よ
う
な
悩
み
は
激
減
す
る
と
思
う
の
だ

が
。

　
海
部
隆
太
郎
（
か
い
べ
・
り
ゅ
う
た
ろ
う
）
法
政

大
学
卒
。
日
本
工
業
新
聞
社
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
て

独
立
。
中
小
企
業
を
中
心
に
企
業
が
抱
え
る
幅
広

い
課
題
に
つ
い
て
取
材
活
動
を
展
開
す
る
。

Pr
of

ile

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
　

海
部
隆
太
郎

寄　稿
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わが社のホープと会社ＰＲ 　①名前　　②血液型　　③趣味
　④会社住所　⑤仕事内容　⑥会社ＰＲ

株式会社　Welmate　　
障害福祉サービス事業所 NiCORi
会社の概要

障害福祉サービス　生活介護事業

ホープさん

①　西原直美

②　Ｏ型

③　働くことと笑うこと

④　680-0911　　　　　　　

　　鳥取県鳥取市千代水4丁目

　　68番地　　　　　　　　　　　

⑤　障害福祉サービス　

　　生活介護事業

　　主に日中において入浴・排せつ・

食事等の介護、その他の必要な

日常生活の支援、創作的活動・

生産活動の機会の提供のほか、

身体機能や生活能力の向上のた

めに必要な支援を行います。

⑥　利用者様もそのご家族も、そして働く

スタッフも、みんながにっこりできる

明るく楽しい施設を目指します！！

に　　　こ　　　り
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現登録会員数 690名
お引合せ申込数 5,526名
お引合せ成立組数（累計） 1,011組
カップル成立数（累計） 397組
成婚数
（センターに連絡のあった組数） 67組

【県委託 鳥取県法人会連合会 社会貢献事業】 

とっとり出会いサポートセンター

えんトリー　ＮＥＷＳ

４月　倉吉センター開所しました！

しまね県とのシステム連携 スタート！
   鳥取県（えんトリー）と島根県（しまコ）の県境を越えた
システム『山陰連携』を開始し　結婚を希望する方の広域的
な出会いを支援します。
平成30年10月　しまコの会員登録、山陰連携希望選択開始
平成30年12月　　閲覧・お引合せ申込開始

鳥取・米子・倉吉にセンター設置
利用者皆さまの利便性を向上し
これまで以上の出会い機会を
提供します。
★　倉吉センター営業日・時間
　 　水曜日・土曜日・日曜日

（祭日休み）
　　　ＡＭ 10：00 ～ＰＭ 5：00

【平成３０年９月末現在】

～えんトリーからのみみより情報～

♥男性より♥  
えんトリーのサポーターさんを通し、非常に良縁に恵まれました。サポー
ターさんの的確なフォローがあってこそ、今の私達があります。両家の
顔合わせ、結納も無事終えることができ、今後、入籍も、結婚してからも、
今までと変わらずお互いが幸せになれるように日々努力してまいります。
本当に素晴らしい縁をいただきありがとうございます。
♥女性より♥  
えんトリーのサポーターのかたに、出会いの場ではとても気遣いして頂
き、楽しい時間を過ごすことができました。 
えんトリーをきっかけに素晴らしい方と出会い幸せな日々を過ごさせて
頂いています。初めて、この人を幸せにしてあげたいと強く感じました。
それは、常に私のことを大切に思って下さる気持ちが伝わってくるから、
私もこの人を大切にしたいと思えるのかと思います。“自分より彼を”と、
相手のことを尊重し、慈しむ心がポイントだったのかなと感じます。
センター長、スタッフの皆さま、本当にお世話になりました。
ありがとうございました。

平成２９年１０月から企業（グループ）×企業（グループ）で実
施する婚活イベントカンパニー婚活を実施中です。
♪詳しい内容については右記QRコードより、HPをご覧ください。
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26

会社名 代表者 業種
《 東支部 》

デジタルプレス 橋本政彦 印刷・広告
リクエストサーブ（合） 林　泰臣 建築業
㈱ナカジマ 中島京子 家具卸

《 西支部 》

ＢＡＲ虹 砂原亜希子 飲食業
《 南支部 》

㈱鴻南 安住庸雄 宿泊業
㈲オカムラ住建 岡村　覚 建設業

《 北支部 》

ウエダ設備企画㈱ 上田　稔 管工事業
㈲ネクスト 坂田知弘 建築板金
Yasuhara 安原義人 飲食業

《 湖南支部 》

㈱ベース 岡田大輔 不動産業
松堀商店 松堀芳博 運送業

《 湖東支部 》

池田社会保険労務士事務所 池田照男 社労士業
㈱Welmate 西原直美 福祉サービス

新入会員（25社）30.3.1 ～ 8.31

会社名 代表者 業種
《 湖東支部 》

FLOWERS㈱ 大久保美紀 小売業
㈱くるま・ナガハラ 永原一也 自動車整備
正栄産業㈱ 西村誠志 建設業
タイヤショップアクティブ 廣田安則 小売業

《 桜ヶ丘支部 》

㈱STEP 前田伸子 福祉事業
㈱KHS鳥取 檜垣慶久 販売業

（特非）カナリヤホーム 上月幹夫 福祉支援施設
《 気高支部 》

㈱シール工房 村尾　明 塗装工事業
安藤自動車㈱ 安藤和枝 販売整備

《 智頭支部 》

大坪瓦葺施工販売 大坪亮二 屋根工事
《 八頭東支部 》

㈲友和産業 小出儀行 プラスチック業
《 八頭西支部 》

（同）さじ振興 小谷栄子 小売業
（順不同・敬称略）

公益社団法人 鳥取法人会
〒680-0031　　 鳥取市本町３丁目２０１番地
鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階
ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール hojin@toriho.com　ホームページ toriho.com
ご意見・ご要望をお寄せください

初年度会費無料！の チャレンジ入会制度 を継続実施中です ! !

チャレンジ入会制度とは。。。
　◆年　　会　　費

　　　入会時の当会事業年度（4月1日～ 3月31日）に限り免除されます

　◆各種サービス
　　　会報・セミナー・講演会等へのご案内は正会員同様です（保険割引制度を除く）

　◆正会員への移行
　　　年度末に退会申出がない場合、事業年度終了後、正会員登録となります

詳しくは 法人会事務局 までお問い合わせください
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鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（Ｈ30.7.10付）

官　　職 新　　　任
（前　　　任）

前　　　任
（異 動 先 等）

署　　長 田　原　郁　夫
（府中税務署長）

山　内　弘　昭
（退職）

副 署 長 白　髪　健　二
（広島国税局 総務部 納税者支援調整官）

山　田　達　也
（広島国税局 課税第二部 酒類業調整官（松江））

総務課長 三　宅　孝　志
（広島国税局 課税第二部 酒税課 課長補佐）

砂　見　有　香
（米子税務署 副署長）

法人課税第一部門
統括国税調査官

村　田　博　文
（広島国税局 調査査察部 調査第四部門 総括主査）

臼　井　　　進
（広島西税務署 法人課税第一部門 総括国税調査官）

法人課税第一部門
上席国税調査官

元　上　和　彦
（津山税務署 法人課税第一部門 上席国税調査官）

前土居　勇　一
（出雲税務署 法人課税第一部門 上席国税調査官）

　学生時代を含め、30数年鳥取を離れ（その間はおそらく300回以上、帰省で関西と鳥取を往復）、帰って10年近く経ち
ましたが、まだ人生の半分以上が関西の計算で、捨てがたく（?）今でも年に12回以上、帰省（?）しております。往復は
JR・高速バス・車を使い分けておりますが「智頭線開通」時の感動と、初めて「鳥取道」を使って快適に往復をした感動
は、今でも忘れることができません。本当に感謝感激でした。
　来年はいよいよ「鳥取西道路」が全線開通する予定になっており、非常に待ち遠しく、指折り数えております。関西他、
県外各地と近くなり、また県内も往来が楽に、便利になる事によって、鳥取が “明るく元気に賑やかに” なるよう、公私
共に願い、何らかの協力をしていけたら・・・と思っております。つねに、感謝と共に。

広報委員長　奥平 正之

　学生時代を含め、30数年鳥取を離れ（その間はおそらく300回以上、帰省で関西と鳥取を往復）、帰って10年近く経ち
ましたが、まだ人生の半分以上が関西の計算で、捨てがたく（?）今でも年に12回以上、帰省（?）しております。往復は
JR・高速バス・車を使い分けておりますが「智頭線開通」時の感動と、初めて「鳥取道」を使って快適に往復をした感動
は、今でも忘れることができません。本当に感謝感激でした。
　来年はいよいよ「鳥取西道路」が全線開通する予定になっており、非常に待ち遠しく、指折り数えております。関西他、
県外各地と近くなり、また県内も往来が楽に、便利になる事によって、鳥取が “明るく元気に賑やかに” なるよう、公私
共に願い、何らかの協力をしていけたら・・・と思っております。つねに、感謝と共に。

広報委員長　奥平 正之

編 集 後 記
「明るく元気に賑やかに」

年月 事業・研修会 等 役員会・委員会 等 その他

30.11
年末調整説明会（11/19（月））※東部全域対象
13：00～ 15：00　とりぎん文化会館
第３回 法人税務説明会 ≪10・11・12月決算会社≫（下旬）
青年部会 定例会

青年部会 役員会 青年の集い　岐阜大会
（11/9）

12
青年部会 クリスマス家族会（上旬）

「租税教室」開始
第９回「税に関する絵はがきコンクール」作品募集開始

青年部会 役員会 「県連通信」・「ほうじん」発送
（下旬）

31.1
第11回 「キッズカフェ」（1/20）
青年部会 定例会（中旬）
女性部会 定例会（中旬）

青年部会 役員会
第２回 広報委員会

2
第４回 法人税務説明会 ≪1・2月決算会社≫（上旬）
支部合同研修会（中旬）
第９回「税に関する絵はがきコンクール」選考会・表彰式

青年部会 役員会

3
青年部会 定例会　
女性部会 定例会
第２回 献血ボランティア
第５回 法人税務説明会 ≪３月決算会社≫（下旬）

研修委員会
総務委員会
青年部会 役員会
女性部会 役員会
第３回 理事会

「法人とっとり」第102号発行

「法人とっとり」・「ほうじん」発送
（下旬）

鳥取法人会 行事予定　　（平成30年11月1日～平成31年3月31日まで）
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鳥取支店

〒680-0846 
鳥取県鳥取市扇町７　鳥取ﾌｺｸ生命駅前ﾋﾞﾙ2階 
TEL.0857-20-0081　FAX.0857-20-0085 
午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）


